
典
、
夫
夫

向
民
序
邦

峰

木

橋

長
官
只
高

ホツキ貝接続責効巣調査

調斎普及課長

臨時技術手

増殖諜技師

調査目的

太平洋砂浜地帯を高度にまIJ府するためには，従来から生息しているホツキ貝の養構が最も有望

視ぎれている。然し近年漁獲量が年々減少の傾向を示して来ているため，その対策として，組玄

外より稚貝を移殉1ノ資源を煽養するととが計図~れ，昭和 37 年より実施されているので移殖後

の稚員を再摘し成長，移劾の仔俺を明らかにするため行なった。

E 調査内容

1. 調奇場所-

2 調在期間

調査項目及び方法

イ.移補貝の再摘

ホツキ桁網(巾 93C沼，爪間関五 5 C1lも高~ 1 6叫曳網距離 67m，無動力曳)を健用

し，前年度移P有地点を中心に閣 1のように海岸線に斜めに曳糊した。

移楕地点は陪上よりハンドコンパス 2今により方位を測定して決めた。

三沢市阿川目及び淋代地先

昭和 42年 12月 16日~昭和 42年 12月 20臼

3. 

、
図曳市司桁図 1

四川!ヨ地先
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設長，重涯を測定し移碕時の数値と比較伶討したラ
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E 調査結果
昭和 4.2年五月に移殖した場所は図 2のように四川目と淋代地区であるが， 全場所における

再捕状伺は表1のとおりである。

関 2

ホツキ貝移殖及び再捕位電
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移殖月R

9.450伺

7.50口市F

品'.5m

42.3. 1 7 

9.450倒

7.500 m' 

6.4m 

終貝の一部2.100伺に

青色エナメルで摂識した。

移稽月日 42.3.17 



表 1

ホツキ貝その他の漁獲状況

( )内は移殖貝

調査線 ホツキ民サラ貝 コタマ民 パカ貝 ツメタ員 カVパγ 1 0 0 m2 水深

1 3個 14偶 2 側 1 2 相 之850伺 10.3伺
百l

四

5 1 6 5 4 1.1 40 25.4 

JlI 4 5 ι 950 4.8 

5 7 2 760 1 1. 1 

、.

目 6 5 3 1.330 8.0 

7 7 8 2 950 1 1. 1 

8 5 (41 50 8日 6.0 

2 。 1 3 2 。
淋 五 2 1 8 3.2 

d 3 8倒 4 5 30 60.5 6.2 

7 2 4 3.2 

代 8 。 3 。
? 5 2 2 4.8 

~考察
1. 成長について

開 5に示すとおり，移摘寺の平均殺長 6.4仰のものが?ケ月後の河捕時で 7.6cmとなり，

1.2 cmの伸びが見られた。

また，室長は図4のとおり 64.5 9から 120.2タとなっており，約2倍の重警精力nが貝ら

れた。
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放流只，再f合員及び向然発生貝の殺長分布
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図 4
2日日

移列車貝及び再摘貝の殻長，重量分布

-移殖時(平均重量 64.5 g ) 

×再捕時(平均重量 120.2 g ) 
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Z 移殖稚貝の移動について

移殖貝は図1の曳網図によって見ると両調資点とも，務殖場所として決定した範明外から再

補きれたわけであるが，これはハシドコジパスによる位置決定の誤差とも考えられ，また水深

を見ても移郁寺と再捕時の業が 0.4....0.3珊だけしかないので干満の惰兄も考慮すると殆んと

移動していないものと考えてよいだろう。

3. 移動効果について

との漁場内における向然発生員は関 3， 5によってもわかるとおり，老令貝が多く，大部分

が9.......1日明で，平た敵長も 1O. 2 cmとなっている。このような漁場内に務員を移殖するとと

は資源の構成から見て必要なととであろう。

一般的に見て，守然の摺耗を考慮すると若令貝ほど{同体数が多い筈である坊主この漁場の場

合はその;尚の現象を示しているの

この点は資源を考える場合極めて根本的な問類で今後究明すべき点であろう。

4. 電電のf努力日ネについて

殻長に対ずる全重量は指数，溺数的に精加する。しかし問窓なのは!勾烹号そであって，老令貝

ほど殻の重最カ，~くを占めるようになる。

したがっ子て全F室長の償却1に比例して， f勾璽 i設も増~I日しているわけではないの

その状撲は問6によって示すとおりで，貝殻葉景の滑加率が大全く，内貫墳の増加率は図7に

示すとおりである。

とれは測宅した偶イ本数が少ないので凹凸が月立っているが， 1口調以tになると肉質増加来が
念、に減少する婿向が見られる。
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400 I司 5 声〈

向然発生良の殺長及び童書その分布
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¥ 

図 6

殻長に対する全重責と貝殻重電との比校
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